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平成 26年 12月定例会

〝 明けまして　おめでとうございます　

応
し
い
定
数
や
議
員
報
酬
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
「
議
員
提
案
条
例
等
調
査
特
別
委
員
会
」

に
お
い
て
は
、
約
二
年
間
に
渡
って
会
議
を
重
ね
た
結

果
、
昨
年
末
に

「
小
美
玉
市
議
会
基
本
条
例
」
の

素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
今
後
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
と
と
も
に
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
広
く

市
民
の
皆
様
の
声
を
受
け
止
め
、
三
月
定
例
会
で
の

条
例
制
定
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
流
れ
の
中
、
私
ど
も
が
改
め
て
認
識
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
単
に
か
た
ち
を
作
る
こ
と

の
み
を
目
標
に
す
る
の
で
は
な
く
、
改
革
を
と
お
し
て

具
体
的
に
何
が
変
わ
った
か
を
市
民
の
皆
様
に
示
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
以
上
に
情
報
を
発
信
し
、
開
か
れ
た
議
会
運
営

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
に
は
、

よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

小
美
玉
市
の
将
来
が
す
ば
ら
し
い
も
の
と
な
る
よ

う
、
今
年
一
年
を
飛
躍
の
年
と
し
、
市
民
の
皆
様
と

力
を
あ
わ
せ
て

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
も
住

み
続
け
た
い
」
と
、
誰
も
が
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　

  

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
小
美
玉
市
の
更
な
る
発
展

と
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
市
民
の
皆
様
方
の
ご
支
援
と
、
ご
理
解
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
円
滑
な
議
会
運
営
が
で
き
ま
し

た
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
現
在
の
議
会
構
成
に
な
って
四
年
目
の
節
目

の
年
で
あ
り
、
総
決
算
の
年
と
も
言
え
ま
す
。
私
ど

も
議
員
一
同
、
自
ら
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
を
果
た
す

べ
く
、
任
期
満
了
ま
で
誠
心
誠
意
、
取
り
組
む
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
地
方
自
治
制
度
は
、
執
行
機
関
で
あ
る
市

長
と
議
事
機
関
で
あ
る
議
会
の
議
員
の
双
方
が
住
民

の
直
接
選
挙
で
選
ば
れ
る
二
元
代
表
制
で
あ
り
、
市

議
会
は
そ
の
一
翼
を
担
う
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
私
ど
も
市
議
会
は
住
民
の
代
表
機
関
と
し

て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
政
策
立
案
機
能
や
監
視

機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
、
積
極
的
に
議
会
改

革
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

一
昨
年
の
十
二
月
定
例
会
で
設
置
し
た

「
議
員
定

数
及
び
議
員
報
酬
等
調
査
特
別
委
員
会
」
に
お
い
て

は
、
議
員
定
数
の
削
減
と
議
員
報
酬
の
見
直
し
に
向

け
て
調
査
研
究
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
人
口
規
模
や

財
政
状
況
な
ど
の
面
か
ら
本
市
と
類
似
す
る
自
治
体

の
実
態
や
考
え
方
を
調
査
し
、
小
美
玉
市
議
会
に
相
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議会広報おみたま 第 36 号

No 議案等の名称　～主な内容～ 結
果 委員会審査

■ 専決処分の承認（2件）
７ 平成 26年度一般会計補正予算 ◎ ー ー

～子育て世帯臨時特例給付事業及びふるさと応援に
対する指定寄附金～
（補正額）7,329 万 7千円↑

８ 平成 26年度一般会計補正予算 ◎ ー ー

～衆議院議員総選挙経費～
（補正額）2,875 万 9千円↑

■ 条例の制定・改正（8件）
84 「乳製品で乾杯」を推進する条例（制定）◎ 産 ◎

～乳製品の普及による健康増進と地域振興のため，
乳製品による乾杯を推進するもの～

85 墓地条例（制定） ◎ 総 ◎

～官地にある個人墓地について，適正な設置及び管
理を図るためのもの～

86 市職員の勤務時間、休暇等に関する
条例（一部改正）

◎ 総 ◎

～国家公務員等の療養休暇取得に関する制度に準拠
した取り扱いとするため～

87 市特別職の職員で常勤のものの給与
及び旅費に関する条例（一部改正） ◎ 総 ◎

～平成 26年８月に示された人事院による給与勧告に
準拠するため～

88 市教育委員会教育長の給与、勤務時
間その他の勤務条件に関する条例
（一部改正）

◎ 総 ◎

～平成 26年８月に示された人事院による給与勧告に
準拠するため～

89 市職員の給与に関する条例（一部改正）◎ 総 ◎
～平成 26年８月に示された人事院による給与勧告に
準拠するため～

90 国民健康保険条例（一部改正） ◎ 文 ◎

～産科医療補償制度等の改正に伴い，出産育児一時
金の見直しを行うもの～

91 子ども・子育て支援新制度施行に伴
う小美玉市教育委員会の付属機関の
整理に関する条例

◎ 文 ◎

～子ども ･子育て支援新制度の施行に伴い，関係条
例の整理を行うもの～

　12月  定例会  審議結果（24件）

No 議案等の名称　～主な内容～ 結
果 委員会審査

■平成 26年度補正予算（9件）
92 一般会計
　( 補正額 )6 億 6,352 万 6千円↑

◎ 各 ◎

93 国民健康保険
［事業勘定］( 補正額 )77 万 2千円↑
［診療施設勘定（白河診療所）］　
　( 補正額 )82 万円↑

◎ 文 ◎

94 後期高齢者医療保険
　( 補正額 )87 万 8千円↑

◎ 文 ◎

95 下水道 ( 補正額 )88 万 8千円↑ ◎ 産 ◎

96 農業集落排水 ( 補正額 )31 万 9千円↑ ◎ 産 ◎

97 戸別浄化槽 ( 補正額 )10 万 2千円↑ ◎ 産 ◎

98 霊園事業 ( 補正額 )0 円
　＊歳出予算の組み替え

◎ 総 ◎

99 介護保険
［事業勘定］( 補正額 )563 万 1千円↑

◎ 文 ◎

100 水道　収益的支出 ( 補正額 )153 万円↑ ◎ 産 ◎

■ その他（4件）
101 新市建設計画の変更 ◎ 総 ◎

～合併特例債の起債期間の延長により、新市建設計画期
間を平成 37年度までとし、計画の一部を変更するもの～

102 市道路線の認定 ◎ 産 ◎

～川戸地内に新設する道路～

103 市道路線の変更 ◎ 産 ◎

～中野谷地内の１路線の変更～

104 工事請負契約の変更契約の締結 ◎ 文 ◎

～竹原小学校校舎改築工事の工事請負契約の一部変更～

■ 議員発議（１件）
　 小美玉市議会議長不信任決議案
提案者：市村文男（口頭による）

○ ー ー

平成 26 年 第 4 回定例会
　12 月定例会は、11 月 27 日から 12 月 12 日までの 16 日間の会期で開かれ、報告 2件、議員発議 1件、条
例改正等 8件、補正予算９件、そのほか新市建設計画の変更と工事請負契約の変更含む４件を審査し、全 24
件を可決した。
　補正予算は、一般会計と特別会計が計上され、一般会計補正予算は防災行政無線放送施設整備事業1億 7,000
万円や広域幹線道路整備事業1億3,800万円を含む6億6,352万 6,000円を追加し、総額で245億559万 7,000
円となった。また、一般質問が２日から 4日の３日間行われ、13 議員が質問席に立ち、少子化対策をはじめ、
高齢福祉対策、教育行政、道路整備などの各種事業の進捗状況など、さまざまな質問を行った。

　審議結果の表記・見方
　[ 審査委員会 ] 総：総務、文：文教福祉、産：産業建設
　各：各所管委員会   [ 賛否 ] ◎：全会一致で 可決（または承認、     
     同意、採択） ､  ○：賛成多数で 可決、△：継続審査

 審議結果


